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【巻頭言】新たな目標に向けて

 
川越市地球温暖化対策地域推進計画 

 

 
川越市地球温暖化対策地域推進計画年次報告 

	
 明けましておめでとうございます。新たな年を迎えこの１

年、会員の皆様の健康と本会の活動がますます順調でありま

すようご祈念申し上げます。	
 

	
 さて、川越市では、省エネ・省資源型のライフスタイルへ

の転換、高効率機器や再生エネルギーなどの普及、社会制度・

基盤整備などあらゆる面において総合的かつ計画的に地球温

暖化対策を推進していくことを目的に、「川越市地球温暖化対

策地域推進計画」を策定しています。この計画期間は、平成

24 年度までとなっているため、現在、見直しを行っています。	
 

	
 平成23年3月11日に発生した東日本大震災の影響により、

電力需給のひっ迫、これに伴う節電は、私たちの暮らしがい

かにエネルギーを使用してきたかということに気づかせられ、

そして、これまで以上に省エネルギーに取り組むことや再生

可能エネルギーの利用をいっそう進めていくことの必要性に

ついて考えさせられました。	
 

	
 地球温暖化は、私たちの生活に影響を及ぼす問題であり、

ひとり一人がこれまでの生活を見直し、自分の問題として取

り組んでいく必要があります。	
 

	
 次期計画においても、本市から排出される温室効果ガスの

いっそうの削減に向けた目標を掲げ、取組を計画的に推進し

ていきたいと思っております。皆様のご協力をお願いします。	
 

かわごえ環境ネット理事・川越市環境政策課長	
 奥富政幸	
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滝沢登志男さん 個人会員訪問 地域環境活動を聴く（40）
	
 滝沢登志男さんに個人会員訪問の電話を行い、「環境活

動をお聞きしたいのですが」と話し始めると、「水のマイ

ナスイオン化を推進しています。」と聴いたとき、2010年

度環境ネット総会後に開かれた懇親会で、滝沢さんが自己

紹介で行った話が思い出されました。「お会いして詳しく

お聞きしたいので、ご都合いかがですか」と問いかけまし

たが都合があわず、後日再度の連絡を行い11月末の日曜

午後6時、大東南公民館での取材となりました。個人的に

は初めての対面になりましたが、滝沢さんの元気溌剌パワ

ーを出された挨拶と名刺交換で、取材は直ぐに本題に入れ

ました。 

	
 「滝沢さんのお仕事は、今何をなさっておりますか。」

が最初の言葉になりました。「私は、食べる美容「アルガ

ンオイル」の販売促進をしています。」「アルガンオイルは、

食用と美容があり、アフリカ・モロッコ王国にしかないア

ルガンの樹の実から採れる高濃度のオイレン酸とビタミ

ンEを含んでいて、肌の活性化になってしっとり保湿にな

ります。」「食用には、香ばしい香りが出て料理に使われて

います。」鞄から小瓶に入ったアルガンオイルを取り出し、

説明されました。「アルガンの樹は、サハラ砂漠の一部に

だけに育つ樹で、根は地下100ｍにも達しています。」「雨

が1年間降らなくても生きている樹です。」「アルガンの実

は、オリーブの実に似ています。」「実の中に仁核（じんか

く）があり、硬い種を割り出してすり潰し1～2%の油が取

れる。」「モロッコ女性の支援」モロッコでは夫を亡くして

外で働けない女性が大勢います。そのような厳しい環境に

おかれた女性達に、オイル製造過程の仕事を提供しており、

それは、彼女達の生活の糧となっています。」「日本では、

日本緑茶センターがモロッコ王国との窓口になり、国内販

売を展開しています。」初めて聴く話で、なかなか呑み込

めなく何度かの聞き返しが続きました。滝沢さんの本業と

して進めている販売品。熱のある話は、販売システムにも

及びました。見せていただいたパンフレットには、南大塚

で合同会社「タキザワファミリア」代表、滝沢登志男と表

記されていました。 

	
 「滝沢さんの前職はどのようなお仕事でしたか」とお聴

きしました。「銀座アスター賓館の店長を務めていました。」

「東京、神奈川、千葉、埼玉。そして、大阪と多くの店舗

を経験してきました。」「定年後は、日本モロッコ協会／日

本アルガンオイル協会・理事として、まだ知られていない

アルガンオイルと世界のハーブ茶の啓蒙と普及活動をし

ています。」「環境と健康に興味があり、良い製品との出会

いもあり、現役時代も含めて人とのつながりを大切にした

活動をしています。」「昨年、かわごえ環境ネットに入り、

様々 な方との交流もできました。」 

 
よい商品に出会い、水環境の良化を話す滝沢登志男さん 

	
 滝沢さんに環境活動について聴き始めると、「強力磁気

を使って、水をマイナスイオンの水に替える。」「マイナス

イオンの水は、野菜に付いた残留農薬や表面に付いた添加

物の除去になります。」「使った水は、きれいな排水となっ

て下水をきれいにしています。」「水道水のイオン化の啓蒙

が私の環境活動になっています。」「高密度の磁束活性水装

置、ダイポールを水道パイプに付けて家中の水道をマイナ

スイオン水にする。」「家庭のお風呂に使うと水が青くな

る。」「湯が柔らかく気持ちよく長く浸かっていられる。肌

がツルツルになってくる。」「油汚れが洗剤を使わなくても

落ちる。」「お豆腐屋さんが、ダイポールをつけて豆腐づく

りを始めたら、排水口から出る水が汚れていない。下流の

排水がきれいになって出ている。」等々 、磁束活性水装置

のよさを次々 に話してくれました。お値段は、どのくらい

ですか。「36 万円です。」その値段だと個人では無理です

ね、の返し言葉を出すと、「個人家庭で使用できる「守る

君ミニ」があります。」蛇口用の商品を出しての説明を始

めました。強い磁力で繋がっているが、二つに分かれ蛇口

のパイプに挟み使用するタイプ。「価格は2万円です。」「一

般家庭で使用できるお手ごろ値段の物です。」「多くの家庭

で使えば、都市の排水がきれいになり、排水を受ける河川

もきれいになってくる。」「都市の排水環境の改善になって

来ます。」滝沢さんの説明が熱く伝わって来ました。 

	
 よき商品に出会って、性能のよさと使い方を広めている、

滝沢さんの個人環境活動が聴けた訪問になりました。 

（2011年 11月取材	
 理事・広報委員：金子晃） 
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かわごえ環境ネットの活動報告

エコドライブ教習会 かわごえ環境ネット・川越市環境政策課

 
シミュレーターの体験 

 
講義の様子 

	
 エコドライブ教習会を農業ふれあいセンター

で 11月 5日行いました。今年も昨年に引き続き

川越市環境政策課とかわごえ環境ネットの共催

で行いました。本会の会員はスタッフとして 5

名参加しました。今年は日本興亜損害保険(株)

さんがエコドライブシミュレーター2 台を持参

し参加していただきました。おかげで実車 4台

とシミュレーター2 台両方の体験をしていただ

くことができました。 

	
 参加者は 10名で、まず、通常の運転で伊佐沼

周辺 3kmを一回りするとともに、室内ではシミ

ュレーターを体験しました。研修室に戻り、ス

ライドで「エコドライブの必要性、操作方法」

について講義を行った後、再度実践走行を行い

ました。特に参加者の中には、普段操作してな

いアイドリングストップ、ふんわりアクセルに

ついて戸惑った様子の方もいました。その後、

研修室に戻り運転操作以外で日常注意すべき点

について説明を行いました。参加者の運転デー

タを平均すると教習後の走行は、燃費改善率が

16.3%という結果が出ました。参加者の中には、

燃費が 21.5km/Lという方もいました。シミュレ

ーターでの体験でもほぼ同様の結果となったよ

うでした。グループごとに同乗した指導員から

各人のデータによる説明があり、あわせて、エ

コドライブ以外の地球温暖化防止対策の実施例

について意見交換がありました。日本興亜損害

保険(株)埼玉西支店の岡田支店長さんのお話で

は、同社ではエコアンドセーフティードライブ

と安全運転も強調しており、事故率も半減した

とのことでした。昨年体験した私たちも安全運

転につながることを実感しています。単に自分

だけの体験に終わらず、参加者が成果を広めて

いただけるとありがたいと思っています。今後、

環境政策課とも相談して大勢の方に認識しても

らえる方策を検討したいと思っています。 

（社会環境部会代表	
 原嶋昇治） 
 
＜おわび＞ 
	
 12月号でおしらせしたエコドライブ教習会の記事は、
前年度に行われたものでした。これは編集上のミスによる

もので、編集者が昨年度の原稿を確認不十分のまま編集し

てしまったことによります。本件について、執筆者である

社会環境部会代表の原嶋昇治氏並びに関係各位にご迷惑

をおかけしたこと、そして、読者の方々に対してお詫び申

し上げます。   （広報委員会・編集担当	
 小瀬博之）

◆「川越の自然」1冊 500円で好評頒布中 

	
 川越の自然に関する、フルカラーで情報満載のハンディーな冊子です。 

毎週火曜日 10:00-15:00に生活クラブ生協「くらぶルーム川越」（川越市東田町 

5-12）、また本会が主催する行事で直接頒布しています。その他、頒布希望、 

問い合わせ等、専用のメールアドレス（book@kawagoekankyo.net）で承ります。 
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施設めぐりは「治水」問題で、11月 22日に実施 社会環境部会

 
3層の展望室から江戸川方面を 

 
入口から見た関宿城博物館 

 
幸手市の権現堂堤で説明を聞く

 
行幸湖に立つシンボルタワー 

 
首都圏外郭放水路の説明映像を 

 
直径 10メートルの巨大シールド

	
 社会環境部会の今年度の施設めぐりの勉強会

は、「治水」への先人の苦闘と現代の挑戦のテー

マで選びました。昨年の夏は、各地で水害の悲

劇があり、特に和歌山県では想像を絶する災害

に見舞われました。また、川越市の博物館では、

川越市を襲った寛保の大水害で地元の人々を救

った久下戸の名主「奥貫友山」の事績展が開か

れていることもあって、昔と現代の治水への取

り組みを学ぶツアーを企画しました。 

	
 11月 22日、申し込みは 31名でしたが、欠席

者もあって 26名で 8時 15分、川越駅西口を出

ました。16号を千葉県の西北端の野田市の関宿

に向かいました。昔の関宿藩は、利根川の治水

工事、特に「利根東遷」と言われる大工事をま

かされて苦労しました。今、その功績を偲んで

三層の城の形の関宿城博物館となって、往時の

苦心の事績を展示していました。10時過ぎに到

着、学芸員が昔の年代別の地図に書かれた利根

川の川筋と水害の様子を解説、現在のように東

に流す「東遷」の事業を説明してくれました。 

	
 11時過ぎ、隣の幸手市に向かい、有名な権現

堂堤などを見学しました。利根川やその支流の

中川の氾濫を防ぐための堤や現代の水門など、

新旧の治水施設を見ました。行幸（みゆき）湖

と呼ばれる治水施設には、幾つかの浮島が市民

の力でつくられました。説明役は、「さって市民

環境ネット」の本田会長が引き受けてくれまし

た。春は桜と菜の花、秋は彼岸花、冬は水仙、

水害にまつわる民話の碑など、市民の協力で権

現堂堤の整備が進んでいました。そのあと、近

くの北公民館で、本田さんから幸手市の環境活

動などの話を聞きながら昼食を取りました。 

	
 1 時過ぎ、春日部市にある、国土交通省首都

圏外郭放水路管理支所に向かい、現代の治水大

工事の経過を見せてもらいました。中川や大落

古利根川などからの水を、大きな立坑で取り入

れて国道 16号線地下の大トンネルに流し、最後

の調圧水槽に集めて江戸川に放流する現代の大

工事でした。平成 4年から工事をはじめ、平成

14年に一部が稼動、平成 18年に完成しました。

総工事費は約 2,300 億円でした。集まった水を

溜める地下の大きな調圧水槽は「地下神殿」と

も言われる見学の名所でしたが、団体予約が取

れなくてダメでした。しかし、映像や模型、外

に展示されたシールド工事の先端部分の大きさ

に圧倒されました。そのあと、庄和町の道の駅

に立ち寄り、午後 4時半に無事川越駅西口に到

着、解散しました。     （武田侃蔵）
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恒例の中心市街地まち美化活動で 3401個のごみを拾う 社会環境部会

 
本川越駅前に集合した参加者 

 
ごみ拾いの様子（六軒町交差点付近） 

 
旧川越織物市場に集められたごみ

 
まち美化活動の結果 
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 2003年から毎年 12月 23日の天皇誕生日に継

続して実施している川越中心市街地のまち美化

活動ですが、前年に続き、東洋大学の環境コミ

ュニケーション論履修者の体験プログラムの一

環として多くの学生が参加して実施されました。 

	
 東洋大生31名とその他8名の参加者によって

行われたまち美化活動は、本川越駅前交番前を

9:40 に出発し、4 人グループを基本として全体

を 8つのエリアに分けて行われ、道路の左右に

別れて 2 人組で記録を取りながら、11:10 まで

の 1.5 時間程度、旧川越織物市場前までポイ捨

てごみを拾いました。 

	
 当日は快晴ながら風が強く、ごみ拾いのしに

くい状態が続きましたが、結果表に示す通り、

昨年よりも 1.27倍のごみが収集されました。特

に、吸いがらは 1.6 倍、その他（班によって、

その他プラスチック製容器包装については、可

燃ごみと不燃ごみのその他に混在しているもの

と考えられます）は、当日が収集日であった場

所が多かったせいか、大幅に増加しています。 

	
 反対に落書き・張り紙等や放置自転車は大幅

に減少しているので、今回は参加者がごみに集

中していたことが伺えますが、何と 1時間半の

間に 3,401個のごみを拾いました。 

	
 エリア別では、2 班と 3 班が際立って多く収

集しています。筆者も 2班に同行していたので、

拾う人数が多かったということもありますが、

県道 15号線（さいたま日高線）沿いは、ごみ拾

いを何回かした経験では、いつも植えこみや駐

車場脇などにごみが散乱していたり、吸いがら

が多かったりしている実感があります。道路交

通量の多さとともに、住宅や店舗が面していな

い管理が不十分なところにごみが集中しており、

沿道におけるまち美化対策の強化が求められま

す。 

	
 授業履修者には、体験記として授業ブログに

写真付きの感想を書いてもらっています。興味

のある方は、次の URLにアクセスしてご覧くだ

さい。 

http://team-6.eng.toyo.ac.jp/communication2011/ 

（小瀬博之）
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「水と緑のサイクリング探訪」12月 17日 クリーン＆ハートフル川越

 
流れが少なくなっている新河岸川 北環状線の東上線架橋工事 

 
河越館跡での流鏑馬の馬場の道

 
上戸の日枝神社の壊れた案内板 

 
年月を経ても元気なサザンカ 

 
旧農業大学横の雑木林が宅地に

	
 第 6 回のサイクリングは、冬晴れの 12 月 17

日に 4 人の参加で行いました。9 時に川越市駅

前を出て月吉陸橋の下を通りました。八幡橋の

新河岸川はちょろちょろの流れでした。渇水時

期で取水の入間川の水量も減っているのでとい

う「入間川第 2用水組合」の話でした。国道を

右に北環状線の工事現場の横を通りました。立

体交差向けの橋脚はできていますが、東武東上

線をまたがる架橋工事が始まったばかりでした。

中心市街地の渋滞解消にと期待されていますが、

全線開通はあと４年後の平成 27年度末です。 

	
 今成小学校横を通って川越橋で、鮮やかな富

士山の姿を見ました。36歌仙のレリーフもきれ

いに磨かれていました。 

	
 近くの河越館跡は、先月の 26日の流鏑馬をや

った馬場の砂地が一直線に伸びていました。や

や距離が短くて、一の矢の次の二の矢が間に合

わなかったケースもあったそうです。歴史を感

じさせるイベントとして続けて欲しいとの声が

多かったようです。 

	
 西文化会館横の日枝神社の保存に一工夫が望

まれました。せっかくの広い敷地が放置された

ままで、案内板も傾いていました。小畔川河畔

を走り、御伊勢塚公園で一休みしました。近く

の「小畔川水辺再生工事」はまだ始まっていま

せんでした。対岸の小畔水鳥の郷公園では、鵜

の群と白鷺だけで、その他の鳥は見かけません

でした。 

	
 堤防沿いに北小畔川横を走り、尾崎神社から

サザンカ通りを走りました。市の天然記念物で

あるサザンカの門に入ってみました。北側から

咲いて、今南側に少し残っていました。保存に

気を配られている様子でした。 

	
 その先の浅間神社で、富士講の築山の下で一

休みし、6〜7 メートルの築山に登りましたが、

富士山は見えませんでした。この通りから鶴ヶ

島市の農業大学校跡に行く道の左側は、雑木林

が連なっていましたが、途中の宅地開発で途切

れていました。また、落葉は放射能汚染の不安

なのか回収されずに積もったままでした。 

	
 市民の森 3号地の池から道路を潜って流れた

水が、向かい側の農地跡に湿地帯を作っていま

した。今は流れがせき止められ、土が盛られて

昔の姿はありませんでした。近くの西後楽会館

は多くの高齢者で賑わっていましたが、河南橋

の南小畔川の水辺再生公園には人影がありませ

んでした。きれいな川の流れの水音を聞きなが

ら歩く方が健康によいはずだと思いました。 

	
 安比奈親水公園は、運動をするグループ、釣

りの人でにぎわっていました。	
 （武田侃蔵） 
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流域・関連団体・近隣市の話題

新河岸川清掃活動	
 11月 26日
	
 ふじみ野市の環境団体からの、協働での新河

岸川清掃の呼びかけにこたえて、川越市側でも

かわごえ環境ネット会員であるクリーン&ハー

トフル川越が会員や周辺自治会に連絡して、11

月 26日に実施しました。新扇橋から旭橋、川崎

橋、養老橋までの川越市区間の河川敷や土手の

ポイ捨てごみを集めました。旭橋では自転車が、

また古タイヤなどの粗大ごみ、雑多なごみが相

変わらず放置されていました。一見きれいにな

ったように見えますが、ごみはいっぱいありま

した。河川浄化の運動がまだまだ必要だと痛感

しました。当日は、会員のほか、自治会、環境

推進員の方など 20数名が参加しました。 

（武田侃蔵） 

「放射能とその人体への影響」講演会	
 11月 26日に北公民館で
	
 川越市など周辺10市2町の環境問題で活動す

る人たちで作った西温ネット（西埼玉温暖化対

策ネットワーク）の主催による環境講座が、11

月 26日の午後に北公民館で開かれました。福島

原発事故による放射能への国民の不安は日に日

に高まっています。太陽エネルギー学会会長な

どをつとめた藤井石根さんを講師に招いて「放

射能とその人体への影響」と題した講演会を開

きました。分りやすい基礎知識のパンフレット

を教材に、質疑を交えながら 2時間半にわたっ

て勉強しました。放射能の半減期の長さに比べ

て、過去のデータの蓄積と症例の解析が乏しく、

漠然とした放射能への危険性にどう対処したら

よいのかとの不安は払拭されませんでした。危

険な原発に頼らない再生エネルギーの活用が望

まれていますがすぐには実現しません。当面は

省エネルギーの生活を進めるほかないようだと

の結論でした。        （武田侃蔵）

所沢市の環境推進員の活動展

 
4つのコーナーの 8面に活動の写真が 

 
環境推進員の役割などの紹介コーナー 

 
犬の糞の放置禁止などにも力を入れて

	
 1,123 名で作っている所沢市環境推進員連絡

協議会（齊藤禮次郎会長）の活動の様子を示す

展示会が、12月 14日から 20日まで、所沢市役

所 1階ロビーで開かれました。 

環境推進員の任務から総会・地区協議会の模

様、市長からの委嘱状交付、出前講座、環境講

演会、視察研修会などの様子が写真で紹介され

ていました。 

さらに、リサイクルのもったいない市、古着・

古布・陶磁器の回収、歩きタバコの防止、犬の

糞の放置禁止、不法投棄の清掃などの活動状況

が、市民にもわかるように写真入りで展示され

ていました。 

	
 所沢航空公園外周道路の清掃は、環境推進員

の多数が参加した大イベントとなって、一般市

民の協力もあってまち美化の啓発に大きく貢献

しているようでした。 

環境推進員のたくさんの方の顔が見えて、参

観に来た市民とのつながりが深まった良い企画

だと感じました。（武田侃蔵） 
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新河岸川流域フォーラムが 1月 21日（土）に開催されます
	
 一級河川の新河岸川は、管理や工事は埼玉県

が国から委任されて行っていますが、本来は国

土交通省の荒川下流河川事務所（東京都北区浮

間）の所管になっています。その調査課が事務

局になって「新河岸川流域川づくり連絡会」を

作り、関係機関や環境団体との連絡調整を図っ

ています。 

	
 例年、市民団体や小中高校や大学も参加する

川づくりのイベントを開いています。今年度は、

防災に関する取り組みを発表し、様々な世代が

交流する場として企画されています。会場は、

北区浮間 1 丁目の「浮間防災ステーションで 9

時 30分受付、10時より 16時まで、現地見学・

実践企画・上映会・講演・発表・パネルデスカ

ッションと盛りだくさんの企画が用意されてい

ます。申し込みは、 

〒115-0042東京都北区志茂 5-41-1 

荒川下流河川事務所調査課内「新河岸川流域川

づくり連絡会」事務局まで。 

Tel.03-3902-3220, Fax.03-3902-2346 

E-mailは arage-shingashi@ktr.mlit.go.jp 

詳細は http://www.ktr.mlit.go.jp/kisha/arage_0000

0037.htmlです。        （武田侃蔵） 

 

理事会・専門委員会からの報告

理事会

	
 2011年度第 9回理事会が、12月 16日（金）9:

00-11:20 に福田ビル 3 階会議室にて開催されま

した。出席者は 7名、委任 2名、欠席 1名でし

た。主な議事は次のとおりです。 

	
 市制施行 90 周年記念事業として実施提案を

した2012年6月の環境月間の市内巡回啓発事業

について、補助金交付申請書等を 12月 12日に

提出しました。同行事については、各会場ごと

に実行委員会を設置して実施していくことにな

りました。 

	
 次年度の役員改選に先立ち、今後の本会の組

織体制についてフリーディスカッションを行い

ました。かわごえアジェンダ 21のさらなる活用、

かわごえ環境フォーラムの見直し、企業の参加、

若年層・女性への啓発や働きかけの検討など、

さまざまな意見があり、次回も継続して検討し

ていくことにしました。 

（理事長	
 小瀬博之）

社会環境部会

	
 12月の例会は、9日（金）に福田ビル 3階会

議室で行いました。師走に入り参加者 10名と少

人数での部会となりました。 

	
 今回は、平成 23年度の活動報告集のまとめ、

かわごえ環境フォーラムの準備および来年度の

川越市市制施行 90 周年記念事業と重要課題に

ついて討議しました。 

	
 活動報告集については、活動している本会会

員の方に投稿および発表をお願いしました。 

部会の報告については、日を改めて打ち合わ

せることにしました。 

	
 2 月の環境フォーラムについては、午前のポ

スターセッション、午後の討論会となっていま

す。 

討論会については、次回の部会で具体的な内

容について検討することにしました。 

	
 90 周年記念事業の一環として企画提案して

いる 6月予定の環境月間・移動展示については、

各センター（高階市民センター、名細市民セン

ター、東部地域ふれあいセンター、北部地域ふ

れあいセンター）での温暖化対策・廃棄物減量・

まち美化・平地林および水辺環境保全などの啓

発を行います。 

開催にあたっては、地元の協力が不可欠なの
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で、早い機会に具体化する必要に迫られている

ことを認識しました。 

	
 その他、日本興亜損害保険株式会社・埼玉西

支店から本会への入会についてのお話があり、

年度内に加入していただける予定です。 

また、本会として埼玉県水すましクラブ、水

辺のサポーターに入会を希望、部会としては了

承、理事会に諮ることにしました。 

（社会環境部会代表	
 原嶋昇治） 

 

自然環境部会

	
 11月 14日（月）は、（仮称）川越市森林公園

計画地で定例の植物調査として、公有地部分の

イチヤクソウ、リンドウなどの本数調査を行い

ました。 

	
 11 月 21 日（月）は、鯨井の資源化センター

付近でのモニタリング植物調査を行いました。

これにて魚類も含めた今年度のモニタリング調

査はすべて終了し、報告書のまとめに入りまし

た。 

	
 11月 28日（月）は、（仮称）川越市森林公園

計画地で定例の保全活動として、照葉樹林地の

手入れを行いました。 

	
 12月 6日（火）は、池辺公園で、定例の保全

活動として、ハグロソウ及びアズマイチゲ生息

地の笹竹刈りを行いました。 

	
 12月 9日（金）は、福田ビル 3F会議室で 12

月度の自然環境部会が 11 名の参加で開催され

ました。最初は、部会定例の植物調査や保全活

動の詳細報告がありました。次に、モニタリン

グ植物調査レポートの報告と自然環境部会の会

計報告がありました。続いて、仙波河岸史跡公

園の自然環境パトロール結果から問題点として

取り上げた 6項目を「自然環境に関する要望書」

として公園整備課に提出することが決まりまし

た。また、里山里地についての勉強会を行いた

いとの提案が討議されました。 

（自然環境部会代表	
 大辻晃夫） 

 

かわごえ環境フォーラム実行委員会

	
 第 5回実行委員会を、12月 21日（水）17:00

-19:00 に川越市役所 3A 会議室で行いました。

出席者は 9名でした。 

	
 協賛については、件数が減少の見込みですが、

期限が年明けなので、期限後に改めて状況を確

認することにしました。 

	
 環境活動報告会の申込及び投稿状況を確認し、

発表時間の配分等を決めました。投稿件数は 21

件で、発表は、確認中の方も含めて 8件ほどで

した。まだ投稿されていない方には、1月 10日

（火）事務局必着で原稿を提出するよう依頼す

ることにしました。各専門委員会からの原稿に

ついても同日までに提出するよう依頼すること

にしました。 

	
 なお、各部会からの活動報告については、当

初は午後の最初に行う予定でしたが、午前の環

境活動報告会に組み入れる形で実施することに

しました。時間配分は個人・団体の発表よりも

長く取ることにしました。 

	
 午後に開催するワークショップについては、

さまざまな意見が交され、テーマについては「環

境活動の活性化」とすることが決まり、市内外

の団体等 4名に話題提供をしていただくことや、

途中、会場を 4つにわけて話し合いを行って、

最後に全体会で討議結果をまとめること、会員

へのアンケートを実施して、その結果を報告す

ることなど、おおよその流れを決めましたが、

内容を確定できず、次回の委員会にて再度検討

し、最終確定することにしました。 

（実行委員長	
 小瀬博之）
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おしらせ

第 10回かわごえ環境フォーラム（2月 25日開催）からのおしらせ
1.環境活動報告集原稿提出 1月 10日必着 

	
 かわごえ環境フォーラムでの環境活動報告及

び環境活動報告集への掲載を申し込んだ方は、1

月 12日（木）に編集作業を実施して目次とプロ

グラムを確定させますので、報告集の最終原稿

を 1 月 10 日（火）必着で事務局までメール等

にて提出してください。PCで作成している方は

ファイルでの投稿をお願いします。 

2.討論会に際してのアンケート項目提案募集 

	
 2月号に「会員アンケート」を同封し、2月 1

5 日回収で会員の皆様方の忌憚のないご意見を

伺いたいと思います。その結果を 2月 25日の第

10 回かわごえ環境フォーラムの午後に実施す

るワークショップ「環境活動の活性化」におい

て話題にし、本会及び個人・団体の環境活動の

一層の躍進につながるようにしたいと思います。

つきましては、会員に対する設問の内容などに

ついて、1月 20日（金）までに活発なご意見を

事務局、理事らにおしらせください。どんなこ

とでもけっこうです。なお、本件については、

かわごえ環境ネットホームページのコメント欄

（公開しません）に書き込めるようにします。 

「エコライフ DAY埼玉 2011冬のキャンペーン」ご協力のお願い
	
 エコライフ DAY（デイ）には、「簡単なチェ

ックシートを利用して、広く県民の皆様にエコ

ライフを経験していただくものです。チェック

シートを見ながら 1日、省エネ・省資源など環

境に配慮した生活をしてみてください。あなた

が削減できた二酸化炭素量が計算できます。」と

書いてあります。 

	
 毎年、夏冬の 2回行っています。冬のキャン

ペーンは、12月 1日から 3月 20日（春分の日）

まで行います。会員の方には、本号郵送資料に

チェックシートを送付しますので、ぜひ参加く

ださい。家族の方の記入欄もあります。また、

埼玉県「エコライフ DAY」のホームページから

も参加できます。 

	
 記入したチェックシートは、社会環境部会の

例会（第 2金曜日 13時より）または、事務局に

持参していただければ幸いです。 

	
 なお、これまでのチェックシート集計結果は、

かわごえ環境フォーラム「環境活動報告集」を

参照ください。

かわごえ環境ネット主催行事一覧（記号の凡例はイベントカレンダーをご参照ください

★（仮称）川越市森林公園計画地 植物調査・保全活動 

日時： 1月 9・23日・2月 27日（月） 

9:30-12:30 

場所：川越南文化会館（ジョイフル） 

（川越市今福 1295-2） 

問い合わせ：賀登（049-234-9366） 

	
 毎月第 2月曜日（2月は未実施）は植物調査、

第 4月曜日は西側公有地の常緑広葉樹林遷移防

止のための手入れ保全活動。いずれも南文化会

館（ジョイフル）9:30集合。事前連絡はいりま

せん。 

●広報委員会（2012年 1月度） 

日時：1月 10日（火）9:00-11:00 

場所：川越市役所本庁舎 5階フリースペース 

（川越市元町 1-3-1） 

●社会環境部会（2012年 1月度） 

日時：1月 13日（金）13:00-15:00 

場所：川越市役所本庁舎 7階 7C会議室 

●自然環境部会（2012年 1月度） 

日時：1月 13日（金）15:00-17:00 

場所：川越市役所本庁舎 7階 7C会議室 

	
 両部会は、毎月第 2金曜日の 13:00-15:00, 15:

00-17:00の連続開催です。次回は 2月 10日（会
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場は川越市役所地階修養室）です。会員であれ

ば自由に出席できる話し合いにご参加ください。 

◆かわごえ環境フォーラム実行委員会（第 6回） 

日時：1月 12日（木）14:30-16:30 

場所：川越市役所 7G会議室 

◆理事会（2011年度第 10回） 

日時：1月 27日（金）9:00-11:00 

場所：川越市役所修養室 

◆かわごえ環境フォーラム実行委員会（第 7回） 

日時：1月 27日（金）11:00-12:00 

場所：川越市役所修養室 

★第 10回かわごえ環境フォーラム 

日時：2月 25日（土）9:45-16:30 

場所：川越西文化会館（メルト） 

（川越市鯨井 1556-1） 

	
 午前は会員と本会の環境活動報告会、午後は

「環境活動の活性化」をテーマにしたワークシ

ョップを実施します。詳細は 2月号にておしら

せします。

会員・関係団体の主催行事

●福原ファームクラブ 

問い合わせ：横山三枝子（Tel.049-246-9319） 

☞おいしく・楽しく農業体験 

◆1月 14・21日（土）10:00からの作業 

雑木林の手入れ・落ち葉掃き・豚汁 

集合：明見院（川越市今福 677） 

クラブ会費：1家族 1,000円（保険代・備品代 

等）、クラブ員でない参加者は 1人 100円（保険

代）とします。 
福原ファームクラブ活動予定表 

月 日 活動内容（先の内容はこれまでの例） 
1 14・21 雑木林の手入れ・落ち葉掃き・豚汁 
2 11・18 雑木林手入れ 
3 10・17 雑木林手入れ	
 焼き芋・スープ・あそぼうパン 

●特定非営利活動法人 

武蔵丘陵森林公園の自然を考える会 

問い合わせ：谷津弘子（Tel.&Fax.049-224-9118） 

☞森林公園かんさつ会 

◆1月 8日（日）公園と共催 

	
 国営武蔵丘陵森林公園南口入口付近 9:50 集

合、15:30 過ぎ終了解散、参加費無料、入園料

要、お弁当持参、雨天決行。 

	
 あけましておめでとうございます。昨年は武

蔵丘陵森林公園の「森林公園かんさつ会」にお

出かけくださりありがとうございました。2012

年もかわごえ環境ネットのみなさまのますます

のご活躍とご多幸をお祈り申しあげます。 

	
 1 月は、日本野鳥の会の安西英明さんを講師

に、冬の雑木林で野鳥や冬越しの昆虫等を観察

します。ぜひお出かけください。 

◆2月 8日（水）・19日（日）当会主催 

	
 国営武蔵丘陵森林公園南口休憩所に 10:20 集

合。15:00 過ぎ終了解散。参加費 200 円、入園

料要、お弁当持参。雨天決行。 

	
 2 月は、ルリビタキやカモ類などの野鳥や冬

越しの昆虫やクモを観察します。ぜひお出かけ

ください。 

●みなみかぜ	
 いきいき田んぼの会 

（川越生物多様性有機農法で地域づくりに取り組む会） 

問い合わせ：みなみかぜ	
 後藤・田崎 

（Tel.049-234-1200） 

場所：みなみかぜ（川越市吉田 204-2） 

田んぼ活動ブログ http://blogs.dion.ne.jp/tanbo373

※活動には、誰でも参加できます。参加費はお

問い合わせください。イベント単発の活動参加

もできます。 

※生きもの調査、一緒に活動しませんか？	
 田

んぼまわりの動植物に興味がある個人およびグ

ループの募集をしています。 

◆作業日：毎週金曜 

	
 午前中に作業等をしています。冬季は火曜の

作業を休止します。 

◆1月 13日（金）11:00-13:00 

新年会（会費 300円）	
  

みんなでつくって食べる会です。持ち込み大歓

迎!! 
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◆1月 14日（土）10:00-11:30 

例会 

◆1月 20日（金）9:00-11:30 

農家さんの堆肥場、農作業場施設見学 

◆1月 21日（土）9:30-11:30 

「地域づくりフォーラム」 

主題：2015年問題と地域包括ケア 

副題：住民主体のまちづくりを目指して 

場所：川越市西文化会館（メルト）大ホール 

主催：医療法人西部診療所・社会福祉法人	
 健

友会 

◆1月 27日（金）10:00-12:00 

田んぼ勉強会（栽培、農業の状況について） 

●クリーン&ハートフル川越 

問い合わせ：武田侃蔵 

（Tel.090-2521-5770, Fax.049-222-0786） 

☞「やめましょう！歩きタバコ・ポイ捨て・放置

自転車」のゼッケンをつけて、まち美化啓発運動 

1. 第 1火曜日・第 3木曜日（13:30-15:00） 

◆1月 19日（木）［3日（火）は休み］ 

◆2月 7日（火）・16日（木） 

	
 川越駅東口アトレ横歩道橋下から川越市役所まで。 

2. 第 2日曜日（9:30-11:00） 

◆1月 8日（日）・2月 12日（日） 

	
 本川越駅交番横から各方面に分かれて活動、

中央公民館でごみまとめ。 

3. 第 4土曜日（13:30-15:00） 

◆1月 28日（土）［2月 25日（土）は環境フォ

ーラム開催で休み］ 

	
 川越駅東口アトレ横歩道橋下から本川越駅ま

で。ペペ地下のごみ収集所で分別、解散。 

☞成人式会場クリーン&啓発活動 

◆1月 9日（月・祝）11:00-15:00解散予定 

	
 成人式会場の広場や周辺のポイ捨てごみ拾い。

あわせて新成人に「歩きタバコとポイ捨てをし

ないように指導」する活動。会場の総合運動公

園の入口、橋の先の右側空き地に 11時集合。1

5時解散予定。 

☞「水と緑と安心を！サイクリングで探訪」第7回 

◆1月 21日（土）9:00-15:00 

	
 旭町の川越市立高校正門前 9時集合。不老川

を遡って狭山市内まで。不老川浄化市民団体と

交流。赤坂や松原の雑木林、森林公園予定地な

どを廻り、高階市民センターで 15時解散。 

●(財)埼玉県生態系保護協会川越・坂戸・鶴ヶ島支部 

問い合わせ：笠原啓一（Tel.049-222-0957）、当

日の携帯電話連絡（Tel.080-6584-3010） 

☞伊佐沼探鳥会	
 毎月第 2日曜日 

時間：10:00集合-12:00（小雨決行） 

集合：伊佐沼の西側にある東後楽会館入口近く

の蓮見橋、解散は同じ場所で正午ごろ。 

持ち物：筆記用具、あれば双眼鏡 

参加費：300円、高校生以下 100円 

（保険料・資料代として） 

◆1月 8日（日） 

	
 寒いですが、カモたちは結婚の準備をしてい

ます。雄は羽を着飾って雌に求愛します。一羽

の雌に十羽くらいの雄がとり囲み、面白いポー

ズをして気に入られようと懸命です。そしてこ

の日は、恒例の県下一斉カモの種類と数を数え

る日です。さて何種のカモが観察できるでしょ

うか楽しみです。 

◆2月 12日（日） 

	
 全面氷結した沼にカモはいます。氷の上で足

を滑らしながら歩きます。パンダと顔の模様が

良く似ているカモ、ミコアイサが例年飛来して

きます。伊佐沼公園の林は、木の葉が落ちて小

鳥を探しやすくなっています。ツグミ、ジョウ

ビタタキ、コゲラに会えます。 

 

広報委員会からのおしらせ 
●インターネットで本誌がカラーで見られます 

	
 本会ホームページでは、バックナンバーを含

めてカラーで本誌が見られます。団体会員のみ

なさまは、URLをおしらせするだけで会員への

周知が可能でとても便利。ぜひご活用ください。 

http://kawagoekankyo.net/news 
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●本誌もインターネットも参加型、ぜひご投稿

ください 

	
 本会会員をはじめとして、川越における環境

活動報告や主張などの記事をぜひお寄せくださ

い。写真の掲載も可能です。また、本会会員や

関連団体等がこれから実施する公開イベント等

の情報の掲載等も受け付けています。 

	
 2012 年 2 月号（No.064，1 月下旬〜2 月上旬

発行予定）の掲載原稿は、1月 14日（土）必着

です。編集担当の小瀬・武田・事務局のいずれ

でも承ります。電子データでいただけると助か

ります。不明な点はお問い合わせください。 

	
 また、インターネットのブログも会員ブログ

として随時書き込み可能です。書き込みには、

ユーザー登録が必要です。詳しくは会員ブログ

をご覧ください。 

http://kawagoekankyo.net/blog 

●Twitterでかわごえ環境ネットをフォロー 

	
 かわごえ環境ネット Twitter（@kawagoekanky

o）は、ブログの更新と連動してツイートします。

Twitterに登録してぜひフォローしてください。 

●「かわごえ環境ネット」入会のおすすめ 

	
 私たちは、かわごえの環境をよくするために

行政をはじめとするさまざまな団体と協働して

活動を行っています。新年を機にかわごえ環境

ネットの仲間になりませんか。 

	
 個人会員は年会費 1,000円、5名以上の団体・

事業者は、年会費 2,000 円ですが、1 月から 3

月までに入会された方は、今年度の会費は免除

され、4 月の新年度からの請求となります。今

が入会のチャンスです。 

	
 会員になることで、本誌の送付などのサービ

スが受けられます。また、さまざまな環境活動

に参加することができ、社会での活動の場が広

がります。 

	
 特に会社を退職された方や子育てを終えて、

社会活動を行いたいと考えている方、やりがい

のある事業がたくさんあります。入会について

の詳細は、かわごえ環境ネット事務局（川越市

環境政策課環境推進担当、川越市役所本庁舎 5

階、Tel.049-224-5866）へ問い合わせ、またはか

わごえ環境ネットホームページ（http://kawagoe

kankyo.net）をご覧ください。 

●編集後記 

◆私は、これを雪が降り続く福島（磐梯朝日国

立公園）で書いています。被災された方がニュ

ース等でクローズアップされる中で、多くの地

域で回復している生活は、県外に意外に伝わら

ないのは、新潟県中越地震でも感じるところで

した。放射線の問題は一部地域に残されていま

すが、短期滞在での影響を冷静にとらえて、ぜ

ひ福島を訪れ、福島の今を体感してください。 

	
 東日本大震災により、災害のみならず電気エ

ネルギー、放射線に関わる環境問題が改めて注

目されましたが、これらの問題は、地球温暖化

問題と生物多様性という人類と地球・生物との

関係をいかに持続可能なものにしていくかとい

う問題に帰着します。短期的な行動から長期的

な計画まで、第 10回かわごえ環境フォーラムの

ワークショップ「環境活動の活性化」では、み

なさんの意見を聞きながら、地域での環境問題

の把握と今後行うべき環境活動の情報共有をし

ていきたいと考えています。会員への質問提案

から当日のワークショップまで、ぜひご参加く

ださるよう、よろしくお願いいたします。（こせ） 

◆今年は「川越市制 90周年」の記念の年です。

昨年から市民参加の企画が多数寄せられていま

す。かわごえ環境ネットも、昨年の 10周年記念

事業の環境フォーラムや「川越の自然」発行な

どで市民の間に活動の状況を知っていただくこ

とができました。今年は、90周年事業にあわせ

て、私らの活動をより多くの市民に知ってもら

え、参加していただけるよう、みなさまととも

に知恵を絞りたいと考えています。 

2月に開かれる第 10回環境フォーラムは、しば

らくぶりにポスターセッションや討論会など、

かわごえ環境ネットの活性化につながり、市民

参加の「絆」につながるようにしたいと考えて

います。6 月の環境月間の効果的な企画を含め

て躍進の年となるよう願っています。(KT) 
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イベントカレンダー（1月 1日〜2月 29日） 
日 月 火 水 木 金 土 

1/1 
元日	
 

1/2 
 

1/3 
 

1/4 
 

1/5 
 

1/6 
 

1/7 
 

1/8 
◎9:30まち美
化啓発運動 
◎10:00伊佐
沼探鳥会 
◎9:50武蔵丘
陵森林公園か

んさつ会	
 

1/9 
成人の日 
★9:30（仮称）川
越市森林公園計

画地 植物調査 
◎11:00成人
式会場クリー

ン&啓発活動 

1/10 
◆9:00広報委
員会 
○かわごえ環

境フォーラム

レポート最終

原稿必着 

1/11 
 

1/12 
◆14:30かわご
え環境フォーラ

ム実行委員会 
 

1/13 
◎9:30里山保
全ボランティ

ア育成講座 
◎11:00みな
みかぜ新年会 
●13:00社会
環境部会 
●15:00自然
環境部会 

1/14 
○本誌 2月号
原稿提出締切 
◎10:00おいしく
楽しく農業体験 
◎10:00みな
みかぜ例会 

1/15 
	
 

1/16 1/17 
 

1/18 
 

1/19 
◎13:30まち
美化啓発運動 

1/20 
◎9:00農家さ
んの堆肥場、

農作業場施設

見学 

1/21 
◎9:00サイク
リング探訪 
◎9:00地域づく
りフォーラム 
◎10:00おいしく
楽しく農業体験 

1/22 
	
 

1/23 
★9:30（仮称）川
越市森林公園計

画地 保全活動 

1/24 
 

1/25 
 

1/26 
 

1/27 
◆9:00理事会 
◎10:00田ん
ぼ勉強会 
◆11:00かわご
え環境フォーラ

ム実行委員会 

1/28 
◎13:30まち
美化啓発運動 

1/29 
	
 

1/30 
 

1/31 
 

2/1 
 

2/2 
 

2/3 
 

2/4  
 

2/5 
	
 

2/6 
 

2/7 
◎13:30まち
美化啓発運動 

2/8 
◎10:20武蔵丘
陵森林公園か

んさつ会 

2/9 
 

2/10 
●13:00社会
環境部会 
●15:00自然
環境部会 

2/11 
建国記念の日	
 

◎10:00おいしく
楽しく農業体験 

2/12 
◎9:30まち美
化啓発運動 
◎10:00伊佐
沼探鳥会	
 

2/13 
 

2/14 
○本誌 3月号
原稿提出締切 
 

2/15 
 

2/16 
◎13:30まち
美化啓発運動 

2/17 
 

2/18 
◎10:00おいしく
楽しく農業体験 

2/19 
◎10:20武蔵丘
陵森林公園か

んさつ会	
 

2/20 
 

2/21 
 

2/22 
 

2/23 
 

2/24 
 

2/25 
★9:45第10回
かわごえ環境

フォーラム 

2/26 
	
 

2/27 
★9:30（仮称）川
越市森林公園計

画地 保全活動 

2/28 
 

2/29 
 

★：会員内外対象の公開・出展・後援イベント 
●：会員全員が対象の総会・部会・イベント 
◆：理事・委員等が対象の理事会・委員会 
◎：会員主催のイベント等 
○：その他	
 詳細は個別の記事をご覧ください 
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